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【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 2日 (2006.5.2)
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 壁 （ ３ ａ ） と 前 記 第 一 壁 か ら 間 隔 を 取 っ て 搭 乗 者 側 に 配 置 さ れ た 第 二 壁 （ ３ ｂ ） と
を 有 す る 正 面 壁 （ １ ） と 、 前 記 正 面 壁 に 取 り 付 け ら れ た ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー （ ５ ） と を 有
す る 自 動 車 （ ２ ） で あ っ て 、
　 遮 音 の た め に 、 前 記 第 一 壁 は 、 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー （ ５ ） を 収 容 す る （ ４ ）
を 有 し 、 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー は 、 前 記 第 一 壁 に の み 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る
自 動 車 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 （ ４ ） の 縁 領 域 （ ６ ） は 、 補 強 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 自 動 車 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー （ ５ ） は 、 前 記 （ ４ ） の 前 記 縁 領 域 （ ６ ） 上 に 着 座 す る
縁 面 （ ７ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 ４ 】
　 エ ラ ス ト マ ー リ ン グ （ ８ ） が 、 前 記 縁 領 域 （ ６ ） を 向 い た 側 の 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー
（ ５ ） の 前 記 縁 面 （ ７ ） 上 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー （ ５ ） は 、 前 記 第 一 壁 （ ３ ａ ） に ネ ジ 留 め さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 二 壁 （ ３ ｂ ） は 、 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー （ ５ ） 用 の フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 （ １ ０
） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 （ １ ０ ） と 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー （ ５ ） と の 間 の ギ ャ ッ プ （
１ １ ） は 、 前 記 フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 の 領 域 に お い て 、 １ ｍ ｍ と ２ ０ ０ ｍ ｍ の 間 、 好 ま し く
は １ ｍ ｍ と ５ ｍ ｍ の 間 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 正 面 壁 （ １ ） は 、 前 記 （ ４ ） の 領 域 及 び ／ 又 は 前 記 フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 （ １
０ ） の 領 域 に 複 数 の 湾 曲 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ 記 載 の 自 動 車 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 正 面 壁 （ １ ） は 、 前 記 （ ４ ） の 領 域 に 複 数 の 補 強 ウ ェ ブ を 有 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 発 泡 体 （ １ ２ ） が 、 前 記 第 一 壁 （ ３ ａ ） と 前 記 第 二 壁 （ ３ ｂ ） と の 間 に 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ９ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー は 、 前 記 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 外 表 面 （ １ ３ ） に お い て 泡 を は
じ く 物 質 で 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 正 面 壁 （ １ ） は 、 自 動 車 の 車 体 の 正 面 壁 フ レ ー ム （ １ ４ ） に 搭 載 す る た め の モ ジ ュ
ー ル と し て 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ １ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 一 壁 （ ３ ａ ） 及 び ／ 又 は 前 記 第 二 壁 （ ３ ｂ ） は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 又 は 金 属 か ら 形
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ に 記 載 の 自 動 車 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 １ つ の 第 一 壁 と 、 こ れ か ら 間 隔 を お い て 搭 乗 者 側 に 配 置 さ れ た 第 二 壁 と を 有 し た こ の 種
の １ つ の 正 面 壁 に お い て 、 そ の 第 一 壁 は 、 た だ そ の 第 一 壁 に 取 り 付 け ら れ る １ つ の ブ レ ー
キ ブ ー ス タ ー や 『 主 ブ レ ー キ シ リ ン ダ ー 』 を 収 容 す る た め の １ つ の を 有 し て い る の
で 、 上 記 問 題 が 回 避 さ れ る 。
【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 、 第 一 壁 が ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 領 域 で 中 抜 き さ れ て い る こ と は 、 軽 量 構 造 に 寄 与
し て お り 、 即 ち 、 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー が 、 実 際 に は の 領 域 に お い て 正 面 壁 を 架 橋 し
て い て 、 そ れ で 何 ら 正 面 壁 自 身 が 、 こ の 領 域 で 必 要 が 無 い か 又 は 少 な く と も 第 一 壁 が 複 数
の 領 域 で 消 失 し て い る の で 、 こ こ で 実 際 に １ つ の 『 二 重 壁 』 を 設 け る 必 要 が 無 い 。
【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー が の 領 域 を 完 全 に 覆 っ て 、 そ れ で エ ン ジ ン 区 画 室 か ら の 空 気
起 因 の 騒 音 が 自 動 車 内 部 に 到 達 す る の を 仲 介 を す る 開 口 が 何 ら 残 さ れ て い な い の で 、 騒 音
の 空 気 伝 導 も 回 避 さ れ る 。
【 誤 訳 訂 正 ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 第 一 の 有 利 な 展 開 と し て 、 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー が 、 の 縁 領 域 上 に 着 座 す る 縁 面 を
有 す る よ う に し て い る 。 こ の よ う に し て 、 （ た だ 或 る 一 定 の 複 数 の 個 所 の み で の 取 り 付 け
と 対 照 的 に ） ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー と 縁 領 域 と の 間 に は 完 全 な 接 続 が 存 在 す る こ と が で き る
。 こ の よ う に し て 、 空 気 起 因 の 騒 音 の 入 り 込 み が 回 避 さ れ る 。 更 に よ り 高 い 安 定 性 が 、 ブ
レ ー キ ブ ー ス タ ー の 確 実 な 取 り 付 け に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 誤 訳 訂 正 ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に よ り 大 き な 安 定 性 の た め に 、 の 縁 領 域 が 補 強 さ れ 、 即 ち こ の 領 域 で は 、 よ
り 厚 い 壁 厚 が 与 え ら れ る か 、 又 は 各 々 更 に 補 強 す る 構 成 部 品 が 組 み 込 ま れ て い る 。
【 誤 訳 訂 正 ７ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 に 、 安 定 性 の 目 的 の た め に 、 例 え ば 剪 断 応 力 に 対 し て 一 様 な 安 定 性 を 保 証 す る た め に

と 縁 面 と が 丸 み を 持 っ て い る こ と も 道 理 に か な っ て い る 。
【 誤 訳 訂 正 ８ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 縁 面 と の 縁 領 域 と の 間 に 、 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー に 属 す る エ
ラ ス ト マ ー リ ン グ が 配 置 さ れ て い る こ と は 特 に 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 空 気 起 因 の 騒
音 の 通 過 が 更 に 最 少 化 さ れ ； 更 に 構 造 起 因 の 騒 音 が 減 衰 さ れ る 。 当 然 、 こ の 対 策 は 、 た と
え の 縁 領 域 を 補 強 し な く と も 可 能 で あ る 。
【 誤 訳 訂 正 ９ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 有 利 な 展 開 と し て 、 正 面 壁 が 及 び ／ 又 は フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 の 領 域 に 複 数 の
湾 曲 を 有 す る よ う に し て い る 。 そ れ に よ っ て 達 成 さ れ る も の は 、 よ り 大 き な 複 数 の 領 域 が
『 音 響 的 に 有 効 』 な の で 、 即 ち 複 数 の 振 動 ユ ニ ッ ト と し て 見 做 さ れ る の で 、 ま ず 第 一 に こ
れ ら 領 域 に お け る 正 面 壁 の 安 定 性 が 高 め ら れ 、 ま た そ れ で 更 に 個 々 の 壁 の 音 響 特 性 も 改 善
さ れ る 。 こ れ に 加 え て 、 複 数 の 補 強 ウ ェ ブ も の 領 域 や フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 の 領 域 に
多 分 設 け ら れ 、 そ れ で ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 質 量 を さ ら に よ り 『 音 響 的 に 有 効 』 な も の に
す る （ こ の 効 果 の 説 明 の た め に 、 本 出 願 人 の 上 記 引 用 出 願 も 参 照 す る こ と ） 。
【 誤 訳 訂 正 １ ０ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 こ の 発 泡 体 は 、 色 々 な 方 法 で 具 体 化 さ れ る 。 例 え ば 、 一 定 厚 さ の 発 泡 体 層 を 第 一 と 第 二
の 壁 の 間 に 設 け る こ と が で き 、 そ れ 自 身 は そ の 厚 さ を ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 領 域 で 変 え て
い な い ； （ こ の 場 合 、 複 数 の 腔 所 が 多 分 更 に の 領 域 に お け る 湾 曲 内 で 生 じ ； こ れ は
、 異 な っ た 複 数 の 寸 法 の 複 数 の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 填 め 込 み が 、 例 え ば 異 な っ た 複 数 の
タ イ プ の モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン に 対 し て 可 能 で あ る こ と を 意 味 し て い る ） 。 第 一 と 第 二 の 壁
の 間 の 全 空 間 が 発 泡 体 で 充 填 さ れ た り 、 又 は 全 体 の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー も こ の 空 間 内 へ の
泡 で 覆 わ れ る こ と も 更 に 当 然 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー は 、 そ の 外 表 面
に お い て 泡 を は じ く 物 質 で 覆 わ れ る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 手 段 に よ っ て 、 ブ レ ー キ ブ ー
ス タ ー は 、 発 泡 体 内 に 埋 設 さ れ て も 、 正 面 壁 に 分 離 不 能 に 接 続 さ れ て い る わ け で は な く ；
こ れ は ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー を 交 換 す る た め に 重 要 で あ る 。 Ｐ Ｕ － 発 泡 体 が 、 こ こ で は そ の
発 泡 体 と し て 有 利 に 使 用 さ れ る 。
【 誤 訳 訂 正 １ １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 正 面 壁 １ を 示 し て い る 。 こ の 正 面 壁 １ は 、 １ つ の 第 一 壁 ３ ａ と こ れ と 隔 た っ た 個
所 の １ つ の 壁 ３ ｂ と を 有 し て い る 。 第 一 壁 ３ ａ と 第 二 壁 ３ ｂ の 間 に は 発 泡 体 １ ２ が 設 け ら
れ て い る （ し か し 、 こ の 場 合 は 必 ず し も 設 け る 必 要 が な い ） 。 第 一 壁 ３ ａ は 、 た だ 該 第 一
壁 ３ ａ に の み 固 定 さ れ た １ つ の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー ５ を 収 容 す る ４ を 有 し て い る 。
こ の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー は 、 図 １ の 中 心 線 が 示 す よ う に 、 少 な く と も に お い て 実 質
的 に 回 転 対 称 の 横 断 面 を 有 し て い る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ の 左 側 に は 、 自 動 車 の エ ン ジ ン 区 画 室 が 示 さ れ て お り ； ブ レ ー キ 流 体 用 の １ つ の 供
給 開 口 １ ５ も 見 受 け ら れ る 。 正 面 壁 １ の 右 側 に は 、 自 動 車 の １ つ の ブ レ ー キ ペ ダ ル に 接 続
さ れ た １ つ の 駆 動 レ バ ー （ ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ） が 見 受 け ら れ る 。 ４ は 、 実 質 的 に 回
転 対 称 に 設 計 さ れ て い る 。 ４ の 縁 領 域 ６ は 補 強 さ れ て お り 、 即 ち こ の 領 域 で は 、 第
一 壁 ３ ａ の 支 え に お け る も の よ り も 壁 厚 が よ り 厚 く な っ て い る ほ ぼ 円 形 の フ ラ ン ジ が 設 け
ら れ て い る 。 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー ５ は 、 ４ の 縁 領 域 ６ に 対 応 し た 縁 面 ７ を 有 し て い
る 。 縁 面 ７ と 縁 領 域 ６ と の 間 に は 、 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー ５ に 属 し 且 つ エ ン ジ ン 区 画 室 か ら
第 一 壁 ３ ａ と 第 二 壁 ３ ｂ と の 間 の ギ ャ ッ プ へ の 騒 音 の 空 気 伝 導 を 実 質 的 に 防 ぐ エ ラ ス ト マ
ー リ ン グ ８ （ 又 は エ ラ ス ト マ ー デ ィ ス ク ） が 配 置 さ れ て い る 。 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー ５ は 、
１ つ の 縁 面 に お い て の 縁 領 域 に 複 数 の ネ ジ １ ７ を 介 し て ネ ジ 留 め さ れ て い る 。 こ れ
ら の ネ ジ １ ７ は 、 の 補 強 さ れ た 縁 領 域 に 螺 入 さ れ 、 多 分 更 に 付 加 的 に 緩 衝 も さ れ る
。
【 誤 訳 訂 正 １ ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 正 面 壁 は ４ の 又 は フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 １ ０ の 領 域 に 複 数 の 湾 曲 を
有 し て い る の が 容 易 に 認 め ら れ る 。 こ れ ら の 湾 曲 は 、 ま ず 第 一 に ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー を 収
容 す る 働 き を し 、 そ れ で で き る だ け 良 く 構 造 空 間 を 活 用 す る 働 き を す る 。 更 に 、 ブ レ ー キ
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ブ ー ス タ ー の 領 域 に お け る こ の 湾 曲 は 、 付 加 的 な 補 強 を 提 供 す る 働 き を し 、 そ れ で ブ レ ー
キ ブ ー ス タ ー の 周 り の 領 域 は 、 特 に 第 一 壁 ３ ａ に お い て 『 音 響 的 に 有 効 』 で あ る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 発 泡 体 １ ２ は 、 第 一 壁 ３ ａ と 第 二 壁 ３ ｂ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 図 １ に 係 る 実 施 例 で
は 、 こ の 発 泡 体 は ほ ぼ 一 定 の 層 厚 さ を 有 し て お り 、 即 ち ４ の 領 域 で は 、 １ つ の エ ア
ー ギ ャ ッ プ が 部 分 的 に 形 成 さ れ て い る 。 発 泡 体 は 、 フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 １ ０ の 領 域 に お い
て ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー ま で 広 が っ て 後 者 の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー に 接 触 し て お り 、 そ の 結 果
そ れ は 振 動 低 減 作 用 を 有 す る こ と に な る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し か し 、 発 泡 体 の 用 意 に 関 し て は 、 他 の 変 形 例 も 考 え ら れ る 。 か く し て 、 例 え ば 第 一 壁
３ ａ と 第 二 壁 ３ ｂ と の 間 の 全 空 間 を 発 泡 体 で 充 填 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 ４ さ え
も 全 体 的 に 発 泡 体 で 充 填 さ れ る 。 こ の 場 合 、 そ の 際 に は 既 に 発 泡 工 程 前 に 第 一 壁 に 結 合 さ
れ て い る ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー を 泡 を は じ く 物 質 で 覆 う こ と も で き 、 そ れ で ブ レ ー キ ブ ー ス
タ ー を 後 で よ り 容 易 に 外 す こ と が で き る よ う に な る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は 、 か く し て 自 動 車 の 正 面 壁 に 関 す る も の で あ り 、 そ の 正 面 壁 は 、 １ つ の 第 一 壁
と そ れ か ら 間 隔 を お い た 個 所 の 第 二 壁 と を 有 し て い る 。 そ の 第 一 壁 は 、 た だ 該 第 一 壁 に の
み 取 り 付 け ら れ る １ つ の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー を 収 容 す る １ つ の を 有 し て い る 。 第 二
壁 は 、 こ れ に 合 わ せ て 、 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー 用 の フ ィ ー ド ス ル ー 開 口 を 有 し て い る 。 か く
し て 、 そ れ で ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー が 完 全 に 正 面 壁 に 入 り 込 む こ と が で き ； そ れ で 、 完 全 に
ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー が 入 り 込 む １ つ の 『 整 合 さ れ た 』 開 口 が 存 在 す る こ と に な る 。 こ こ で
は 、 正 面 壁 の 内 側 に 設 け ら れ た 空 間 の 一 部 分 が ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー を 収 容 す る 働 き を す る
こ と は 、 構 造 空 間 を 最 適 化 す る 意 味 合 い で も 有 益 で あ る 。 こ の 空 間 は 、 更 に 有 利 な こ と に
は 発 泡 体 で 充 填 さ れ る こ と に な り 、 そ の 結 果 非 常 に 良 好 な 遮 音 が 行 わ れ る 。 特 に 、 二 つ の
壁 （ カ バ ー 層 ） の 間 に 構 造 起 因 の 騒 音 の 橋 渡 し が 存 在 し た り 、 又 は 正 面 壁 の ほ ぼ 連 続 し た
穴 と ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 取 付 け 部 と を 通 る 空 気 起 因 の 騒 音 の 橋 渡 し が 存 在 し て 、 後 者 の
重 心 を 大 き く 外 れ て い る 在 来 の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 取 り 付 け 上 の 問 題 は 、 本 発 明 に 関 し
て は 生 じ な い 。 こ れ は 、 最 適 な 遮 音 を 提 供 し て く れ ； 更 に そ れ は 、 自 動 車 が 移 動 す る と 、
高 い 望 ま し く な い 力 を 解 放 で き る ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の 固 有 な 振 動 が 起 き る 可 能 性 を 実 際
に は 排 除 し て い る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ７ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る １ つ の 正 面 壁 を 通 っ た 横 断 面 と 、 図 １ の 中 心 線 の 下 方 に 示 さ れ て い
て 、 １ つ の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー が 収 容 さ れ た の 外 側 の 横 断 面 と 、 及 び ／ 又 は そ の 中
心 線 の 上 方 に お い て そ の ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー の の 中 心 を 通 っ た 横 断 面 を 示 す 。
【 図 ２ 】 自 動 車 の 内 部 か ら 見 た 自 動 車 の 車 体 を 示 す 。
【 誤 訳 訂 正 １ ８ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
２ 　 自 動 車
１ 　 正 面 壁
３ ａ 　 第 一 壁
３ ｂ 　 第 二 壁
５ 　 ブ レ ー キ ブ ー ス タ ー
４ 　
８ 　 エ ラ ス ト マ ー リ ン グ
１ ０ 　 フ ィ ー ド ス ル ー 開 口
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